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JR 東日本や KDDI などが都内で行ったドローンを使った食事配達の実証実験 

携帯電話会社がドローンビジネスを加速している。2022 年内に施行される「改正航空法」により

「レベル 4」での飛行が可能になるからだ。レベル 4 では有人地帯での目視外飛行が可能になる。 

現在ドローンは人がいない場所で、操縦者から見える範囲での飛行に限られている。しかしレベ

ル 4 が実現すれば、操縦者から機体を視認できなくても、人がいる場所の上空を飛ばすことがで

きる。ドローンによる配送をビジネスとして成立させるにはレベル 4 の導入が不可欠といわれてい

る。 

これまでドローンは Wi-Fi などの電波でつなげて操縦していたが、目視外飛行となれば当然 Wi-Fi

の電波は届かない。携帯電話などで使う LTE の通信回線がつながるのが望ましい。もちろん全地

球測位システム（GPS）と自動操縦であれば電波がなくても飛んでいくが、LTE とつながっていれ

ば、現在地の確認やリアルタイムの映像を見ながらの操作、確認などが行える。 

LTE などにつながるドローンを「セルラードローン」と呼ぶ。携帯電話会社は数年前からドローンビ

ジネスに熱心であったが、ようやく規制緩和が追いつき、携帯電話会社の本領が発揮できる時が

来たというわけだ。ドローンの市場規模は 25 年には約 6500 億円に達する見込みで、NTT ドコモ



の牧田俊樹ドローンビジネス推進担当部長は「ドローンビジネスは規制緩和とともにマーケットが

広がるという特徴がある」と語る。 

KDDI は 21 年 11 月 20 日、都内でフードデリバリーの実証実験を行った。施設内で調理した料理

をドローンが 50 メートル離れた広場や、700 メートル離れた浜離宮恩賜庭園の水上バス発着場に

届けるというものだ。ドローンを使って温かい料理をそのまま届けられるか、さらにはドローンが届

けるというエンターテインメント性が検証されたという。 

ドローン配送サービスにおいては ANA ホールディングスとセブン―イレブン・ジャパンなども東京

都日の出町で 11 月 29 日から実証実験を行う予定だ。NTT ドコモの回線を使いドローンを飛ば

す。セブン―イレブン日の出大久野店から日の出町内に設置した 4 拠点にドローンが即時配達す

るサービスを実証する。 

 
ANA ホールディングスやセブン―イレブン・ジャパンなどが行う実証実験のイメージ 

NTT ドコモではドローンに関する商材を拡大している。同社は「docomo sky」という名称でドローン

ビジネスを展開しているが、企業や自治体向けには「docomo sky 医薬品配送パッケージ」

「docomo sky 広域災害対策パッケージ」を提供するという。機体の導入や研修、保険などをすべ

てパッケージ化した購入型と、お試し的に期間限定のトライアル型が選べる。企業や自治体がセ

ルラードローンを活用しやすくなるわけだ。 

また NTT ドコモは「docomo sky セルラードローンパートナープログラム」として、ドローンの機体メ

ーカーにセルラー対応の開発に対して技術支援を行うプログラムを立ち上げた。セルラードローン

が増えないことには市場は拡大しない。NTT ドコモが技術サポートを行うことで、機体の選択肢を

増やすというわけだ。 



KDDI が注力しているのはドローンの運航管理システムだ。新エネルギー・産業技術総合開発機

構 （NEDO） とパーソルプロセス&テクノロジーと組み、全国 13 地域で計 52 機のドローンを同時

に飛行させ、運航管理を行う実証実験に成功したという。 

 

KDDI のドローン運航管理システム（KDDI 提供） 

レベル 4 が実現すれば、飛行するドローンの数は一気に増えると予想される。ドローン同士でぶ

つかってしまったり、ヘリコプターなど別の飛行物体の邪魔をしてしまったりする事態も考えられ

る。 

そこで複数のドローンが飛び交う上空で衝突を回避する運航管理業務が可能な運航管理システ

ムの開発が必要になるのだ。飛行機の航空管制がドローンの世界にも求められているというわけ

だ。 

5G で機敏な操作も可能に 

NTT ドコモや KDDI などの LTE ネットワークは全国 99.9%以上の人口カバー率を誇るなど、全国ど

こででもセルラードローンのビジネスを展開できるのが強みだ。さらに、これからは 5G が本格化す

る。LTE ほどの人口カバー率にはならないだろうが、高速大容量を生かして、ドローンから高精細

なライブ映像を送るといったことが期待できる。さらに、超低遅延という特性を生かし、遠隔から機

敏な操作が可能になるだろう。 



NTT ドコモがドローン事業で狙うのが、5G や LTE といったモバイルネットワークに加えて、自動飛

行など高度な技術や機能を要する領域だ。物流や災害対策、エンターテインメント、巡回などの分

野であれば、NTT ドコモのアセットを活用したソリューションが提供できるという。  

実際にレベル 4 が解禁されたといっても、有人地帯でドローンを飛ばすには騒音なども発生する

ため住民の理解も必要だ。もちろん、安定してお金を稼ぎ出すビジネスモデルの開発も不可欠だ。

レベル 4 が導入され、すぐに街中でドローンが飛びまくっている状況にはならないかもしれない。 

しかし将来的にはフードデリバリーも自転車やバイクではなく、ドローンが届けてくれるという時代

も来るかもしれない。22 年はドローン市場が大きく動き出すことになりそうだ。 
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